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＝ ＥＳ－３ Ｖ１.２ リリースノート ＝

［Ⅰ．新機能］

１． SDI/SDTI(QSDI) 入出力サポート (EBK-3031対応)が追加されました。

コントロールパネル à  サイト à  システム設定 à  入出力
ビデオ入力 SDI/SDTI(QSDI) SDI, SDTI(QSDI)選択
ビデオ出力 DIGITAL i.LINK, SDI, SDTI(QSDI)選択
オーディオ入力 SDI/SDTI(QSDI)embedded Mute SDTI(QSDI) if not Play　オンオフ

コントロールパネル à  サイト à  システム設定 à　メイン
テープ記録フォーマット DIGITAL, S VIDEO COMPOSITE, COMPONENT, MONITOR

  （記録時のタイミング補正用）
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コントロールパネル à  サイト à  プレーヤー設定 à  接続
ビデオ入力 SDI/SDTI(QSDI)追加
オーディオ入力 SDI/SDTI(QSDI)embedded追加

２．オーディオスクラブ再生が出来ます。

オーディオ編集中に編集点を探したり決めたりするとき、テープベースのリニア編集のような変

速スピード再生ができます。オーディオスクラブ再生はマウス、キーボード、ESBK-7011 コン
トロールパネルのそれぞれから行うことができます。

オーディオスクラブ再生機能はキーボードの SCROLL LOCKキーを押すと有効／無効になりま
す。シャトル時は常に有効になります。タイムラインでは スクラブ再生したいトラックのラウ
ドスピーカーアイコンを SHIFT キーを押しながらクリックします。スクラブ再生機能が有効に
なったトラックのアイコンが反転表示になります。さらに、シフトキーを押しながらクリックし

て同時に２トラックまで選択できます。既に２トラックのスクラブ再生が有効な場合は先に選択

されていたトラックが無効になり一番最後に選択したトラックが有効になります。クリップビュ

ーアー、ソースビューアー、タイムラインのいずれから再生しても同時に聞くことができるのは

２チャンネルです。

元に戻すには もう一度 SHIFT ＋ クリック
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３．キーボードからトリム、クリップ等の移動ができます。

キーボードを使って編集点のトリムをすることもできるようになりました。シングルトリム、デュア

ルトリム、スリップモードがそれぞれキーボードから、以下の様にしておこなうことができます。

・ CTRL（コントロール）＋右矢印／左矢印 で１つまたは複数の編集点を１フレームずつ右／左へ

トリムします。

・ CTRL（コントロール）＋SHIFT（シフト）＋右矢印／左矢印 で１つまたは複数の編集点を１０

フレームずつ右／左へトリムします。

キーボードから編集点をトリムするには、エディットモードにして、トリムしたい部分のマークイン・

マークアウトをクリックして選びます。トリムしたい部分を複数選択するには SHIFT キーを押しな

がらクリックします。

例えばデュアルトリムをする場合には、まずアウトクリップのマークアウト部分をクリックし、SHIFT

キーを押しながらインクリップのマークイン部分をクリックします。これでキーボードの矢印キーで

フレーム精度のトリムができます。

このほか、異なるトラック上にある複数のクリップのトリミングを同時に行うこともできます。SHIFT

キーを押しながら編集点を複数選択してください。（タイムライン上に複数箇所散らばって選択でき

ます。）複数のクリップを同時に同期のはずれることなくトリムすることができます。

また同様にしてタイムライン上のクリップを移動することもできます。これは、クリップのビデオと

オーディオを同期させたいときに便利です。例えば移動させたいクリップを１つまたは複数選択し

CTRL + 矢印または、CTRL + SHIFT+ 矢印キーで選択したクリップを移動します。

さらにトランジションの位置をキーボードから移動させることができます。

位置の調整は、トランジションの開始点を基準に行います。移動中はビデオモニターにトランジショ

ン開始点の画像が表示されますので、画像をもながら確認ができます。

エディットスタイルによりキーボードから行うトリミングの結果は異なります。取扱い説明書の

『タイムラインでの操作』『トリムエディター』を参照してください。

なお複雑なトリミングを行う場合はトリムエディターを使うことをお勧めします。トリムエディター

を使うとクリップの選択をさらに詳細に指定することができるうえ、２つのインレイにより分かり易

くトリミング操作を行うことができます。

トリムエディターのキー操作

トリムエディターからも次の様なキーボードからの操作ができます。

・ 右矢印／左矢印 で１つまたは複数の編集点を１フレームずつ右／左へトリムします。

・ CTRL（コントロール）+右矢印／左矢印 で１つまたは複数の編終点を１０フレームずつ右／左

へトリムします。

・ キーボードのショートカット機能について詳しくは取扱説明書の『カスタマイズ－コントロール

パネル－キーボード設定』を参照してください。
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４．コントロールパネルのシャトルダイヤルで クリップビューアー／ソースビューアー／タイ
ムラインのスクロールが出来ます。

ESBK-7011 のサーチダイヤルを使って、シャトルモードでタイムラインをスクロールすることがで

きます。このとき、オーディオスクラブのための音声トラックが設定してあると、映像のみでなく音

声も再生しながら希望する編集点をすばやく見つけ出すことができます。

５．オーディオクリップの ボリュームとパノラマ設定を他のクリップにコピー
クリップのボリュームやパンニングの設定を（クリップボードに）コピーし他のクリップに貼り付け

ることができます。

コピー

クリップのショートカットメニューを開き、コピーのサブメニューのボリュームまたはパンニン

グを選択し設定をコピーします。

貼り付け

クリップのショートカットメニューを開き、貼り付けのサブメニューのボリュームまたはパンニ

ングを選択し設定を貼り付けます。

６．マークイン/アウトで範囲指定して、オーディオのキーフレームを削除

マークイン・マークアウト間にあるキーフレームを削除できるファンクションキーがオーディオエデ

ィターのツールバーに追加されました。ボリュームやパンニングに設定したキーフレームを削除する

場合に便利です。まずパンニング表示またはボリューム表示を選択し表示させます。タイムライン上

任意のポジションをマークイン・マークアウトしファンクションキーを押すとマークイン・マークア

ウト区間にある、編集対象としてアクティブになっているトラック上のキーフレームがすべて削除さ

れます。非アクティブトラック上のキーフレームに影響はありません。マークイン・アウト間にある

キーフレームを削除すると削除された部分のボリュームやパンニングはマークイン・アウト前後のキ
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ーフレームにあわせて設定されます。前後にキーフレームがない場合は 初期値になります。マーク

イン／アウトを指定せずにこのアイコンをクリックするとタイムライン上の全てのオーディオのキー

フレームが削除されます。

７．ＵＮＤＯリストの表示機能

CTRL（コントロール）＋SHIFT（シフト）キーを押しながら、“元に戻す”（Undo）アイコンをク

リックすると下図のような Undo リストが表示されます。複数ステップ前の状態に一度にもどしたい

ときは、この表を参照して希望する個所をクリックすることで、一気にその時点にもどすことができ

ます。

CTRL ＋ SHIFT ＋ UNDOボタン、選択せずに抜けるには ESC

８．バッチデジタイジング中に オーディオツールでレベル調整可能
バッチデジタイズ中にオーディオレベル調整ができます。調整したい場合は予めオーディオツー

ルを開いておきます。

９．テープに記録中に オーディオツールでレベル調整可能
テープに記録中にオーディオレベル調整ができます。
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１０．ＥＤＬのインポートに Avid Media Log を追加
メディアログを用いて作成されたロギングリストを ES-3 に読み込みバッチデジタイズすることがで

きます。インポートしたロギングリスト（.ALE）にはタイムコード、トラック、リールネーム等の

クリップ情報が含まれます。[スタート]メニュー、[ツール]、[EDL の入力]の順で選択しファイルの

種類から.ALE を選択します。プロジェクト内にラックの入ったフォルダーが読み込まれ、フォルダ

の中にあるロギングされたクリップをバッチデジタイズすることができます。

１１．Filter Editor に ぼかし機能追加 (Gaussian Blur)
フィルターエディターに’ぼかし’(Gaussianブラー)という新しい効果が追加になりました。

半径：ぼかしの強度を調整します。値が大きいほど、強い“ぼかし”が入ります。

両方向：水平、垂直の両方向に“ぼかし”効果をかけます。

垂直方向：垂直方向にのみ”ぼかし”効果をかけます。

水平方向：水平方向にのみ”ぼかし”効果をかけます。
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１２．スピード制御に ストロボ機能追加
計算手法のプルダウンメニューからストロボを選択し、ストロボレートのボックスにフレーム数を入

力して設定すると、入力したフレーム数毎に飛ばして再生されます。例えば３と入力すると３フレー

ム毎に１フレーム再生されます。これによりストロボ効果、３フレーム毎の再生ができます。

１３．スピード制御に 動き予測無効 機能追加
スピード制御に 動き予測無効 機能が追加されました。コントラストが低いクリップに対して有
効です。
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１４．エフェクトエディターでのフルサイズ表示

各種 FX エディター(モーション、カラー、フィルター、キー)の設定画面をフルサイズで表示するこ

とができます。FX エディターの画面が表示されているときに、キーボードの Alt+F キーを押すこと

でフルサイズ画面になります。元にもどすときには Alt+F4キーを押します。

フルサイズ画面にすることで、微妙な設定がしやすくなります。

１５．ソースビューアーのインレイリストから 個別のクリップを削除
ソースビューアーのインレイリストから 個別のクリップを削除することが出来ます。右クリッ
クして表示します。

Alt+F

Alt+F4
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１６．ALT + F4 で ES-3の終了ダイアログの表示

１７．日本語ヘルプ（オンラインマニュアル、オンラインヘルプ）追加

１８．中国語メニューの追加（ヘルプは英語）

１９．Adobe Acrobat Reader 4.0 の インストレーション
インストール前に 3.0 のプログラムのアンインストールが必要です。
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［仕様変更］

１．ユーザープロファイル登録機能は搭載されません。現在のマニュアルには記載されています

が、改版の機会に削除します。

２．タイムラインのツールバー上のごみ箱アイコンのデザインが変更されました。マークイン/
アウトで囲まれた部分にのみ有効であることを明確にしました。

３．キーボードのショートカット ALT + CTRL のアトリビュートへの割り付けを禁止しました。

４．ビュースイッチャーで画面表示を切り換えるとき、Ver.1.0 では目玉のアイコンにマウスの
ポインターを重ねるだけで開きましたが、クリップをドラッグしていないとき不用意に開かない

ように目玉のアイコンをクリックして開くように変更しました。

５．クリップビューアー/ソースビューアー/マスタービューアー上で、マークイン/アウトがない
ときやマーカー位置にカーソルがないときは、マーカーの削除アイコンを無効化表示するように

しました。

６．ＶＴＲが STILL/STOP/EJECT のときは、常に音声をミュートするよう変更しました。

７．ライブ入力に対しては 常に ミュートしないよう変更（カメラ入力対策）しました。
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８．ＮＴＳＣセットアップの開始位置を 20H ==> 21H に変更しました。

９．レンダリングの計算手法を ＲＧＢからＹＵＶに変更しました。

１０．カラーマットクリップとエフェクトエディターの 色選択ダイアログを共通化しました。

１１．ロギングツールで Ｖを非選択の場合、オーディオのみのクリップであることがすぐ判る
よう、インレイの表示をスピーカーマーク表示にしました。 モニターアウトは従来通り、ビデ
オも出力されます。
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［改善項目］

１．タイムラインでマウスのホイールを押しながら回した場合に１０フレームジョグが出来るよ

うにしました。

２．マークアウトとデュレーションからマークインを計算できるようにしました。

３．マークイン、アウト、デュレーションのどれか１つを変更した場合、残りの２つのうち常に

古いほうが更新されるようにしました。

４．キーボードの１～５のキーで ロギングツールの Ａ１～Ｖを オン/オフした時も、結果が正
しくデジタイズに反映されるようにしました。

５．キーボードのショートカットで ALT, ALT + SHIFT のアトリビュートを持つ設定を削除で
きるようにしました。

６．オーディオエフェクトが複数タイムラインで使用されていた場合、最初の１つしか効果が反

映されませんでしたが、複数個でも正しく反映されるようにしました。

７．1kHz の トーンクリップを同時に４つタイムラインに貼った時、３つだけしか出力されま
せんでしたが、正しく出力するようにしました。

８．オーディオエディターの ラウティングのカスタム設定を保存できるようにしました。

９．オーディオキーフレームの設定変更が すぐ反映されるようにしました。

１０．DSR-70,80,85で VTRのエディットモードが ONのときのデジタイジング、OFFのとき
のストライピングにおいて、３フレーム精度がずれていましたが、修正しました。

１１．テープへのビデオインサート時、正しい値の VITCがインサートされるようにしました。

１２．ES-3 ＣＧで左右のメニューが時々表示されない問題を改善しました。

１３．ES-3 ＣＧで イタリック体の文字をリサイズしたとき、時々文字が乱れる問題を改善し
ました。

１４．ES-3 ＣＧで 日本語のページ名入力の際、入力ボックス内の文字表示が正しく表示され
なかった問題を改善しました。
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１５．ES-3 ＣＧで 'F2'（フォントプリセット）を２回押すと、ダイアログが無表示になるのを
改善しました。

１６．ES-3 ＣＧで 円のシャドー/キャストを変更すると、円が小さくなってしまうのを改善し
ました。

１７．ES-3 ＣＧで キャストの透明度変更の ダウンスピンボタンがうまく働かないのを改善し
ました。

１８．ロギングツールでデジタイズにＰＣの時間を使用したときのフレーム桁の表示を改善しま

した。

１９．日本語での ユーザー名の登録を可能にしました。

２０．新規ユーザーを登録したときにハングアップすることがあったのを改善しました。

２１．ＮＴＳＣドロップフレームのタイムラインのスタート時間を 1:00:03,18 から 1:00:00,00
にしました。

２２．Quicktime の 出力が出来るようにしました。

２３．DSR-200 の 外部音声入力で記録されたテープを i.LINKで再生したとき音声がミュート
されるのを改善しました。

２４．オーディオエフェクトが複数使用されたクリップの FX プロパティーの表示を正しくし
ました。

２５．オーディオクリップをディスバンドしたとき ボリュームやパノラマの設定がリセットさ
れず正しく反映されるようにしました。

２６．ＮＴＳＣで DF、NDF混在の EDLが 入力できなかったのを改善しました。

２７．コントロールパネル システム設定で 、オーバースキャンアンダースキャンの設定が正し
く反映されるようにしました。ただし 各ビューアーで個別設定している場合を除きます。

２８．WIPE/MOTION のトランジションエディターで、ソースの交換機能　が 正しくレンダ
リングに反映するようにしました。

２９．テープに記録直後 コントロールパネルでレコーダーを操作できない場合があったのを改
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善しました。

３０．テープにストライピングで記録する際、直前に内蔵のカラーバー等 (*.bsi)を再生してい
ると イン点前のブラックが出ないことがあったのを改善しました。

３１．プロジェクトの削除後、現在のシーケンスが表示/操作できないことがあったのを改善し
ました。

３２．タイムラインのクリップを削除したときに、不要なスライス番号が表示されることがあっ

たのを改善しました。

３３．フィルターエディターのモザイクで、サイズ調整時に下側がクロッピングされることがあ

ったのを改善しました。

３４．エフェクトエディターの設定メニューを複数開いてスクロールしたときに表示が重なるこ

とがあったのを改善しました。

３５．オーディオエディターを設定中に 繰り返し再生をしたとき、繰り返し時に設定がリセッ
トされてしまうのを改善しました。

３６．クリップのショートカットのカスケード表示が デュアルモニター時に左右に分離してし
まうことがあったのを改善しました。

３７．Final Effect AP で 一部の効果が レンダリング時に半分の時間で実行されてしまうこと
があったのを改善しました。

３８．大きなプロジェクトや 長いシーケンスを扱う場合の時間を短縮しました。

３９．クリップ/ソース/マスタービューアーで再生中にマークすると、再生が停止したのを 継続
して再生するようにしました。

４０．タイムラインで リアルタイムトランジションの前側のクリップの上のトラックに ビデオ
クリップを貼った場合、タイムラインの再生が出来なかったのを出来るようにしました。

４１．シーケンス間のクリップのコピーが正しく行なわれるようにしました。

４２．レンダリングのトランジションやクリップＦＸ上に貼ったタイトルは、追加のレンダリン

グなしで実行するようにしました。ただしトランジションやクリップＦＸの全てにタイトルがか

かっていることが必要です。
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［制限事項］

１．リアルタイムのスライドで一部のパターンで動作がスムースでなかったり周辺に黒い枠が付

く場合があります。このような場合はモーションエディター（トランジション）で、効果を作成

してください。

２．Gen Lock の サブキャリアが 発振します。Gen Lockは Offにして使ってください。

３．オーディオのパノラマは デフォルトでオンになっています。必要に応じてオーディオエデ
ィターでオフにして使ってください。

４．グループやステレオモードでインサートされたクリップに対して、パノラマのラインを記録

すると、記録中の音声が正しくないことがあります。記録後に再生して確認してください。確認

の結果問題があればモノラルにディスバンドして記録してください。

５．パノラマがオンの時は オーディオラウティングで、設定しているサブミックスと設定して
いないサブミックスとの間で、パノラマになります。

６．オーディオエフェクトを再生しながら調節する場合は、先に再生または繰り返し再生にして

からイフェクトエディターを開くか、コントロールパネルのボタンで再生や停止を行なってくだ

さい。

７．テストパターンとして内蔵している カラーバー等のクリップ (*.bsi)とアルファチャンネル
付きのタイトルやグラフィックファイル (*.tga)を連続して再生することは出来ません。間隔を
おくか、プロパティーでアルファチャンネルを使わないように設定してください。

８．8,12,16,24kHz サンプリングの ウェブファイル (*.wav)は インポートすることは出来ませ
ん。エラーメッセージが出ます。

９．AES/EBU の出力を DSR-80/85 に入力した場合、DSR 側の AES/EBU ランプが点滅しま
すが、記録には影響ありません。

１０．輝度(Y)の最大入出力レベルは 100IREに設定されています。

１１．ロギングツールのビデオインレイに オーディオツールやビデオツールを重ねると、イン
デックスピクチャーにツールの画像が取り込まれてしまいます。但しデジタイズ後は正しい画像

に更新されます。
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１２．２台の i.LINK VTR を接続して一方を再生中、他方の電源をオンオフしたりケーブルを
抜き差しすると、再生中の画像や音声にノイズがのります。

１３．同じＶＴＲに対して 入力：SDI、出力：SDTI(QSDI) または その逆を選択した場合等、
記録開始時に ‘デバイスが動作可能ではありません’ の表示が出ることがあります。このような
場合には入出力に同じフォーマットを選択してください。

１４．クリップ/ソースビューアーでのオーディオスクラブは CH1/2 のみです。グループまたは
ステレオでタイムライントラックに貼られたクリップは各トラック１チャンネルのみです。

１５．マスタービューアーのインレイ上のマーカー表示は、トラックの選択/非選択、モニター
オン/オフ、クリップの削除/追加で消えることがあります。消えた場合マーカーの削除も無効に
なっていることがあります。再表示させるには GO TO マーカーを実行してください。

１６．アルファチャンネル付きのタイトルやグラフィックファイル (*.tga)をビデオの一番下の
トラックに置いた場合、再生されないことがあります。この場合、プロパティーでアルファチャ

ンネルを使わないように設定するか上方のトラックに移動してください。

１７．インターネットエクスプローラーは４.０１、ＳＰ１を使用してください。インターネッ
トエクスプローラー５.０を使用した場合、オンラインヘルプで ‘項目を表示’ をクリックする毎
に、スクリプトエラーが発生します。（YESか NOで抜ければ正常に表示されます。）

１８．ＤＳＲ－ＰＤ１００のインテリジェントアクセサリーシューに接続した外部マイク入力は

i.LINK 経由ではＥＳ－３で認識することはできません。記録したテープを他のＶＴＲで再生し
た場合も同様です。内蔵マイク（ミニジャックの外部マイク含む）を使用するか、i.LINK 以外
のフォーマットでＥＳ－３に入力してください。


